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今号から始まるこのコーナーでは、ウィンドウズ95のノートPCを使って
モバイルコンピューティングからそれ1台でどこでも仕事ができる「どこで
もオフィス」実現ための方法を提案していく。その第一歩として、今回は
デスクトップPCから、普段使っているたくさんのデータファイルをノート
PCへ移動する方法を考えよう。 Illust : Karasawa Nawoki
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新 連 載 ！

1

接続方法と転送速度

※実験環境：デスクトップPCはコンパック・デスクプロでCPUがPentium 200MHz、メモリー
64Mバイト。ノートPCはソニーVAIO PCG505でCPUがMMX Pentium 133MHz、メモリー32M
バイト。イーサネットによる接続には10BASE-Tケーブルを使用。赤外線通信にはFIR方式
（4Mbps）を使用。転送に使用したファイルは、8.47Mバイトのバイナリーファイル。
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ノートPC1台でどこでも
仕事ができる環境を作る！

本誌読者のほとんどは、ダイアルアップや

社内LAN+専用線でインターネットを利用し

ていることだろう。特にオフィスではLANと

ともにインターネットも仕事に不可欠となっ

ている人も多いはずだ。ところが、オフィス

のネットワーク環境が快適であればあるほど、

そこを離れての仕事に不便を感じるのではな

いだろうか。携帯電話やPHSで連絡はできる

ものの、電子メールが使えなかったり、外出

先や自宅で必要なデータが使えなかったりす

るので効率が悪い。モバイルコンピューティン

グという案が出てくるのは当然だ。しかも、現

在では電子メールのやりとりやスケジュール管

理などは、PDAとPHSという安価な機器だ

けで事足りる。しかし、ノートPCを使って、

オフィスのデスクでの仕事環境をそっくり持

ち歩いてしまえば、モバイルから一歩進んだ

「どこでもオフィス」が実現する。最終的には

外部からオフィスのLANにある共有のデータ

ファイルにアクセスできるような環境作りも必

要だが、ノートPCに自分のデスクトップマシ

ンの環境を移すだけでも、仕事用の時間と空

間はグッと自由度が高くなる。さらにこの連

載中には国内、海外出張時のノウハウなども

織り交ぜていく。「ノートPC1台でどこでもオ

フィスを！」これがこの連載の目標だ。

ノートPC導入の第一歩は
データファイルの移動から

これまでデスクトップPCを使っていたとこ

ろへノートPCを導入する場合、最初に考え

ることは、デスクトップPCにある必要なデー

タなどのファイルをどのようにしてノートPC

に移動するかだ。この場合、どちらのマシン

をメインに使うのかも問題だが、「どこでもオ

フィス」を目指すならメインは当然ノートPC

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1998/4 317

トレート）ケーブル（LAN）の4つが考えら

れる。①は2000円程度のケーブルを用意す

るだけで済むが、転送速度が115kbps程度

と遅い。②はデスクトップ側に1万5000円程

度の赤外線通信アダプターを接続すればケー

ブルが不要だが、相手は赤外線ポートを備え

たノートPCに限られる。転送速度は①と同

じ115kbps 程度か、速くても4Mbpsだ（実

効転送速度はもっと遅い）。③と④は似てい

るようだが、④はつまりオフィス内のLANに

接続しようということだ。多くの会社ではセ

キュリティーの問題から、スタッフが勝手に

自分のパソコンをLANに接続できないように

管理しているだろう。この場合は管理者に新

たなIDを申請することになり、手間がかかる。

もちろん、許可されない場合もあるはずだ。

そこで一番現実的なのが③のイーサネット

の「クロスケーブル」による接続だ。デスク

トップPCとノートPCの双方にイーサネット

カード（1万円程度）が必要になるが、転送

速度は10BASE-Tケーブルを使ったときで

10Mbpsと、①や②とは比べものにならない

ほど速い。ノートPCにLANカードを備えて

おけば、たとえ社内LANに入れなくても、自

宅でダイアルアップルーターを使ってインター

ネットにアクセスしたり、家庭内LANに接続

したりすることもできる（この場合はストレー

トケーブルを使用する）。

双方のPCにイーサネットカードを取り付け

て、次ページのように設定を行い、ケーブル

で接続すれば、「ネットワークコンピュータ」

から、簡単に目的のコンピュータにアクセス

できる。このとき、相手のデスクトップPCが

すでにLANに接続している場合には、そちら

はネットワークのプロパティーのIPアドレスを

変更するだけで済む。

もちろん、すでにあるLANに直接接続でき

れば一番いいのだが、さまざまな制約によっ

てそうもいかない場合には、この方法で接続

してデータを移動しよう。
[▼ ]

どちらも8極8芯だが、内部の結線が異なっている。写
真では見にくいが、ストレートケーブルではコネクター
部分から見える線の並び（色）が両端とも同じ。クロ
スケーブルではそれが異なっている。今回のように2台
のPC（イーサネットカード）を直接接続する場合には
クロスケーブルを使用する。
通常の LANではストレートケーブルを使用しており
（ハブのカスケード接続時などではクロスケーブルを使
用することもあるが）、転用はできないので注意が必要
だ。

イーサネットのストレートケーブルと
クロスケーブルの違い

イーサネット接続に必要な機器

イーサネットPCカード
実勢価格：8,000円～
●
ノートPCのPCカードスロットに装着する
タイプのイーサネットカード。写真のもの
はスリーコムジャパンのFast EtherLink XL
で、標準価格はオープンプライス。

イーサネットボード
実勢価格：10,000円～
●
デスクトップPCのPCIバスに装着するイ
ーサネットボード。写真のものはアイ・オ
ー・データ機器のLA/TX-PCIで、標準価
格は19,000円。

イーサネットストレートケーブル
実勢価格：700円程度（10BASE-T：3m）
●
今回の記事では使わないが、通常のイー
サネットによるLANで使用するケーブル。
写真はエレコムの製品で、標準価格は
1,200円。

イーサネットクロスケーブル
実勢価格：900円程度（10BASE-T：3m）
●
今回使用するクロスケーブルで、ストレ
ートのものより若干高価だ。写真はエレ
コム製で、標準価格は1,500円。
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になる。メールの送受信とスケジュール管理

などはノートPCで、書類作成のなかでもグラ

フィック関係の重い作業はデスクトップPCで

行い、データだけをノートPCに保存するのが

いいだろう。

データの移動方法としては、第一にフロッ

ピーディスクやMO、メモリーカードのような

物理メディアが考えられる。しかしフロッピー

では容量がが少ないし、MOも普及率は低い。

メモリーカードでは専用リーダーが必要だ。そ

こで、ここではこれらの物理メディアではな

く、ネットワークでコンピュータを接続してデ

ータを移動する方法を考えることにしよう。

簡単で速い
イーサネットクロスケーブル

での接続

その接続方法としては、①シリアル（クロ

ス）ケーブル、②赤外線通信、③イーサネッ

ト（クロス）ケーブル、④イーサネット（ス

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



318 INTERNET magazine 1998/4

イーサネットカードやボードをマニュア
ルを参照して各PCのスロットにセッ

トし、コントロールパネルから「ハードウェ
ア」をクリックしてハードウェアウィザード
を起動する。

1 コントロールパネルのネットワーク→追
加→サービスとたどってMicrosoftネ

ットワーク共有サービスを選択する。

1

画面の指示に従って、ドライバーをイ
ンストールする2 同じくプロトコル→Microsof t →

TCP/IPを選択する。2

コントロールパネルからネットワークの
プロパティーを開き、「現在のネットワ

ーク構成」のウィンドウ内にイーサネットボ
ードの名前が表示されれば、セッティング完
了だ。

3

同じくクライアント→Microsoft→
Microsoftネットワーククライアント

を選択する。

3

コントロールパネルのネットワーク→ユ
ーザー情報でワークグループを入力す

る。このとき、デスクトップPCがすでに
LANにつながっていたら、ノートPC側は必
ずその設定に合わせること。両方ともLAN
に接続していない場合は、任意のワークグル
ープ名を入力する。もちろん、名前は同じも
のを入力する。

1

同じくTCP/IP→イーサネットボード
名→プロパティーを開き、以下を確認

する。
・WINS設定→解決しない
・DNS設定→DNSを使わない
・バインド→Microsoftネットワーククライ
アントとMicrosoftネットワーク共有サー
ビスをチェック。

2

同じく「IPアドレスを指定」をチェッ
クし、一方のPCの「IPアドレス」に

は「192.168.0.1」と、他方には「192.
168.0.2」と入力する。サブネットマスクに
は両方とも「255.255.255.0」と入れる。

※この「IPアドレス」は通常は「自動的に取得」と
なっているか、異なる値が入力されているはずだ。そ
れを一時的に変更することになるので、それがもし
LANにつながっていたPCだったら、データの移動が
終わったらまた元に戻しておくこと。そうでないと、
LANに復帰することができないので注意。

3

[ ]イーサネット
カードの
セッティング [ ]ソフトウェアの

確認・追加 [ ]ソフトウェアの
設定
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ソニー VAIO PCG 505の電力設定メニューの
「PowerPanel」（上）と「Battery Scope」（下）。い
くつもの節電モードを選ぶことができ、バッテリー
残量も分単位で知ることができる。うれしい！

省電力設定を使いこなせ！

モバイル時のノートPCの弱点といえば、
動作時間。つまりバッテリーの「持

ち」だ。予備バッテリーを買いたいところ
だが、高価でなかなかそうはいかない。そこ
でモバイル者として活用したいのが省電力
設定だ。機種によって方法や操作は異なる
が、液晶モニターの輝度を下げる、ハード
ディスクの常時回転の禁止、CPUスピード
の抑制など、さまざまなモードが用意されて
いるはずだ。これらのモードに切り替えるこ
とによって、20％程度までバッテリー動作
時間を延ばすことができる。またモデムカー
ドなど、セットしてあるだけでバッテリーを

消費するPCカードがあるので、使わないと
きは抜いておくといい。
持ち運ぶときのパワーオフにも気をつけた
い。「サスペンド」では次回の起動は速いが
バッテリーの消費は多いので、ちょっと席を
立つときなどに使う。「ハイバネーション」
はパワーオフ時にそのときの状況をハードデ
ィスクに書き込むために次回起動は遅いが、
バッテリー消費は少ないので、長時間の移
動の際に使いたい。
これらの設定方法は必ずマニュアルに書
いてあるはず。しっかり読んで限りあるバッ
テリーを有効に使おう。

コントロールパネルの
ネットワーク→ファイ
ルとプリンタの共有を
開き、「ファイルを共
有できるようにする」
をチェックする。

1 1

2

2

2台のPCをイーサネ
ットクロスケーブルで
接続したことを確認し
て、デスクトップのネ
ットワークコンピュー
タをダブルクリックす
る。

マイコンピュータを開
き、共有したいドライ
ブやフォルダーの「共
有」をチェックする。

すると、相手のPCの
共有ドライブやフォル
ダーが見える。これで
ファイルの移動やコピ
ーは思いのままだ。

フルアクセスが読み込
みだけかを設定する。
ここではパスワードも
設定する。

3

[ ]共有ドライブの
設定 [ ]互いのPCに

アクセスする
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